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２
０
１
１
年
度
秋
季

　

保
護
者
懇
談
会
を

　
　
　

開
催
し
ま
し
た

２
０
１
１
年
度
学
生
委
員
長　
石
川
博

　

２
０
１
１
年
度
秋
季
情
報
学
部
保
護

者
懇
談
会
が
11
月
12
日
（
土
）、
静
岡

大
学
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
学
部
講
義

棟
お
よ
び
2
号
館
内
に
て
執
り
行
わ
れ
、

２
０
０
名
を
優
に
超
え
る
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。全
体
懇
談
会
で
は
学
部
紹
介

（
総
務
委
員
会
）、学
習
事
項
の
説
明
（
教

務
委
員
会
）、
学
生
生
活
の
説
明
（
学
生

委
員
会
）、
就
職
動
向
の
説
明
（
キ
ャ
リ

ア
支
援
室
）
を
各
10
分
程
度
行
い
、
最

後
に
質
疑
応
答
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

保
護
者
の
み
な
さ
ま
の
中
に
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
ら
れ
る
方
も
多
く
、
ま
た
示

唆
に
富
ん
だ
ご
質
問
も
し
て
い
た
だ
き
、

開
催
者
側
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 　

続
い
て
個
別
懇
談
会
は
希
望
す
る
保

護
者
の
み
な
さ
ま
が
指
導
教
員
（
原
則
）

と
面
談
を
行
う
機
会
と
し
て
、
各
教
員

が
大
教
室
ま
た
は
教
員
の
オ
フ
ィ
ス
な
ど

を
使
っ
て
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

当
日
の
面
談
で
は
、
学
業
（
成
績
）、
進

路
（
就
職
）、
日
常
生
活
、
ゼ
ミ
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
我

が
子
を
想
う
親
御
様
の
気
持
ち
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
記
入
頂
き
ま
し
た
が
（
回
答
数

１
１
３
）、
遠
く
は
九
州
や
北
海
道
か
ら

来
ら
れ
た
方
々
も
散
見
さ
れ
、
本
イ
ベ
ン

ト
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
を
再
確
認
し

た
次
第
で
す
。
保
護
者
の
全
体
懇
談
会

へ
の
評
価
は
、
全
体
の
５
６
・
２
%
の
保

護
者
が「
有
意
義
」と
答
え
て
い
る一方
で
、

「
普
通
」
が
４
２
・
９
%
、「
期
待
は
ず
れ
」

が
０
・
９
%
と
の
結
果
で
し
た
。
個
別
懇

談
会
に
対
す
る
評
価
は
、
９
１
・
１
%
の

保
護
者
が
「
有
意
義
」
と
答
え
て
お
り
、

高
い
数
値
を
示
し
ま
し
た
。 

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
欄
で
は
「
学

生
一
人
一
人
を
細
か
く
見
て
頂
い
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
」「
親
に
と
っ
て
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
」

「
教
授
の
人
間
性
に
触
れ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
」
な
ど
の
好
意
的
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た一
方
で
、「（
個
別
面
談
が
）
15

分
は
短
い
か
も
？
」「
Ｏ
Ｂ
の
方
の
体
験

談
等
も
あ
れ
ば
聞
い
て
み
た
い
」
な
ど
の

ご
要
望
・
ご
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
ご
意
見
は
今
後
の
懇
談
会
運
営

の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
！

第
2
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

11
月
12
日
（
土
）、昨
年
に
引
き
続
き
、

情
報
学
部
の
同
窓
生
を
迎
え
て
第
2
回

目
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
17
時
よ
り
全
体

集
会
が
行
わ
れ
、
第
2
代
目
学
部
長
を

務
め
ら
れ
た
徳
山
博
于
先
生
（
現
在
は

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
Ｊ

Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
静
岡 

館
長
）
の
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
に
、
一
同

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
18
時
よ

り
生
協
食
堂
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
卒

業
生
・
教
職
員
な
ど
約
70
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
卒
業
生
な
ら
ぬ
「
卒
業
教
員
」

の
秡
川
友
宏
さ
ん
（
現
・
筑
波
大
学
）

よ
り
記
念
品
贈
呈
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
っ
て
、
会
場
が
大
い
に
わ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
生
・
教
職
員
、
力

を
合
わ
せ
て
、
多
分
野
で
多
彩
な
教
育

研
究
を
特
徴
と
す
る
情
報
学
部
の
モ
ッ

ト
ー
「
文
工
融
合
」
の
精
神
と
と
も
に
、

さ
ら
に
学
部

を
発
展
さ

せ
て
い
き
た

い
と
改
め
て

思
っ
た
1
日

で
し
た
。（
広

報
委
員
会
）

■　

同
窓
会
の
Ｆａ
ｃ
ｅ
ｂｏ
ｏ
ｋ 

作
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
！

同
窓
会
幹
事　
原
野
敦
之

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
な
ぜ
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

と
い
う
の
が
企
画
を
始
め
た
こ
ろ
の
率

直
な
感
想
で
し
た
。
情
報
学
部
の
卒
業

生
が
自
発
的
に
運
営
す
る
同
窓
会
組
織

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
、

ま
ず
は
教
員
の
方
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

同
窓
会
を
開
き
、
そ
れ
が
種
と
な
り
同

窓
会
組
織
へ
成
長
し
て
行
く
こ
と
を
期

待
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

今
で
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
企
画
で一
番

苦
労
し
た
こ
と
は
参
加
者
集
め
で
し
た
。

浜
松
工
業
会
が
保
有
し
て
い
る
現
住
所

情
報
に
は
、
個
人
情
報
の
観
点
で
ア
ク

セ
ス
で
き
ず
、
そ
う
な
る
と
全
国
に
散

ら
ば
る
卒
業
生
に
開
催
を
伝
え
る
に
は
、

在
籍
し
て
い
る
先
生
方
の
個
人
的
な〝
つ

て
”だ
け
が
頼
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
以
降
の
参
加
者
集
め

の
決
め
手
と
し
て
、
情
報
学
部
ら
し
く
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、

卒
業
生
の
繋
が
り
を
強
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
試
験
的
に
、

F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
を
こ
っ
そ

り
開
設
し
て
い
ま
し
た
。
単
年
で
は
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
続
け
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒

業
生
だ
け
で
な
く
、
在
学
生
や
先
生

方
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら

自
由
に
交
流
し
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
管
理
は
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
の
幹
事
（
卒
業
後
10
年
）

を
中
心
に
、
毎
年
引
き
継
げ
る
と
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
松
工
業
会
の
よ
う
な
伝
統
的
な
組

織
で
あ
る
必
要
も
な
く
、
ネ
ッ
ト
上
だ
け

▲保護者懇談会・全体懇談会で挨拶する
荒川学部長（2011/11/12）

▲徳山先生の講演会

▲懇親会で乾杯の音頭
をとる第 3 代目学部
長・南先生

▲秡川先生より
記念品贈呈

▲懇親会場にて、荒川学部長（左）・阿部初代学
部長（中央）・秡川先生（右）

◀記念品は、文具と工
具が収納できる「文
工融合」道具箱！

（
第
2
期
生
・
情
報
科
学
科
卒
・
ヤ
マ
ハ
株

式
会
社
半
導
体
事
業
部　

商
品
開
発
部 

デ
バ
イ
ス
開
発
第
2
グ
ル
ー
プ
勤
務
）
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に
存
在
す
る
組
織
で
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
第
16
回

テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
in
浜
松

　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
の

週
末
2
日
間
に
か
け
て
、
恒
例
の
テ
ク

ノ
フ
ェ
ス
タ
が
静
岡
大
学
浜
松
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス

タ
は
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
に
自
由
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
実

験
に
参
加
し
た
り
、
展
示
を
見
学
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
工
学
や
情
報
の
最
先

端
の
技
術
・
研
究
に
楽
し
く
触
れ
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
12
年
前
か
ら
大

学
祭
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
静
大
生
に
よ
る
模
擬
店
や
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
も
あ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
子
ど
も

か
ら
お
と
な
ま
で
来
場
者
で
大
賑
わ
い

で
し
た
。
情
報
学
部
か
ら
は
先
端
研
究

公
開
展
示
、
お
も
し
ろ
実
験
、
そ
し
て

研
究
室
公
開
展
示
に
、
あ
わ
せ
て
18
の

研
究
室
お
よ
び
研
究
グ
ル
ー
プ
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
12
日
に
は
、
伊
東
学

長
が
情
報
学
部
棟
で
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を

実
施
、
静
大
生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

の
皆
様
や
地
元
の
高
校
生
な
ど
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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ラ
に
か
ざ
し
、
そ
の
後
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム

を
、
全
身
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
音
声

の
指
示
に
合
わ
せ
て
3
種
類
の
ポ
ー
ズ

を
取
る
ゲ
ー
ム
と
、
画
面
内
に
落
下
し

て
く
る
も
の
を
パ
ン
チ
で
壊
す
2
種
類
の

ゲ
ー
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を

ク
リ
ア
す
る
と
2
人
の
相
性
診
断
が
得

ら
れ
ま
す
。
最
初
に
か
ざ
し
た
手
の
形

を
認
識
し
、
ゲ
ー
ム
の
ス
コ
ア
と
合
わ
せ

て
2
人
の
相
性
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
も
持
た
ず
、
な
に
も
付
け
ず
に

遊
び
始
め
た
の
に
画
面
の
中
に
は
自
分

の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
現
れ
、
自
分
の
動
き
に

よ
り
ゲ
ー
ム
が
進
行
し
て
い
く
。
最
新

の
情
報
技
術
の
応
用
に
よ
る
不
思
議
な

体
験
は
、
多
く
の
来
場
者
の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
技
術
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
大
学

短
期
コ
ー
ス
の
報
告

情
報
科
学
科　

ツ
ァ
ガ
ー
ン　
バ
イ
ガ
ル
マ

　

12
月
17
日
か
ら
1
月
5
日
に
か
け
て
、

シ
ド
ニ
ー
大
学
短
期
留
学
集
中
コ
ー
ス

の
引
率
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
年
末
年
初
の
冬
休
み

を
利
用
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

と
言
語
を
学
ぶ
も
の
で
、
静
岡
大
学
・
岐

阜
大
学
が
毎
年
共
同
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
静
大
生
9
名
（
男
性

4
名
、女
性
5
名
）、岐
阜
大
生
7
名
（
男

性
1
名
、女
性
6
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
シ
ド
ニ
ー
大
学

の
留
学
施
設
に
滞
在
し
、
現
地
の
先
生

が
企
画
・
運
営
す
る
学
習
日
程
を
消
化

し
ま
す
。
午
前
中
は
、
教
室
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
や
多
文
化
を
中
心
に

講
義
を
受
け
、
午
後
は
、
社
会
見
学
な

ど
の
校
外
研
修
に
出
か
け
ま
す
。
全
て

の
学
習
活
動
が
英
語
で
行
わ
れ
る
の
で
、

学
生
に
と
っ
て
は
「
生
」
の
英
語
力
を
つ

け
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。

■　

研
究
室
公
開
展
示
：
リ
ズ

ム
・
オ
エ
カ
キ
・
オ
マ
ケ
ツ
キ

杉
山
岳
弘
研
究
室　
平
野
翼

　

当
杉
山
岳
弘
研
究
室
は
、
毎
年
そ
の

年
に
流
行
し
た
も
の
を
取
り
入
れ
、
あ

り
あ
わ
せ
の
機
材
と
技
術
で
最
新
の
情

報
技
術
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
的
に
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
体
感
型
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
や
、
セ
ン
サ
ー
を
体
に
身
に
つ
け
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
人
で
画
面
の
前

に
立
ち
、
指
示
に
従
っ
て
手
を
順
に
カ
メ

■　
先
端
研
究
公
開
：
テ
ク
ノ
フ
ェ

ス
タ
で
、「
浜
松
地
域
の
学
際
的

研
究
」の
展
示
を
行
い
ま
し
た

情
報
学
部
情
報
社
会
学
科
教
授　
笹
原
恵

　

現
在
、
情
報
学
部
で
は
情
報
学
研
究

推
進
室
の
助
成
を
得
て
3
つ
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
浜
松
地
域
の
学
際
的
研
究
も
そ
の

一
つ
で
す
。
社
会
学
、地
理
学
、人
類
学
、

歴
史
学
、
法
学
、
統
計
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
を
専
門
と
す
る
メ
ン
バ
ー

が
結
集
し
、
広
域
化
し
た
浜
松
地
域
に

お
け
る
地
域
産
業
構
造
や
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
を

試
み
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ク
ノ
フ
ェ

ス
タ
で
は
、
浜
松
市
の
広
域
化
（
12
市

町
村
の
合
併
）
や
自
治
会
の
歴
史
、
浜

松
ま
つ
り
、
浜
松
に
お
け
る
外
国
人
支

援
N
P
O
、
ま
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

が
浜
松
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
東
日
本

大
震
災
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
展
示

を
行
い
、
2
日
間
で
3
0
0
人
近
く
の

方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
や
浜
松
ま
つ
り
に

関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
今
後
は
浜
松
地
域
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
何
ら
か
の
政
策
提
言
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
研
究

成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

〟

▲懇親会にて、第 2 期生の皆さん

▶静大キャラクター「しずっぴー」は子どもたちに大人気
（2011/11/12）

▲オフィスアワーで語る伊東学長
（2011/11/12）

▲展示したパネル ▲展示会場

▲リズムゲームで相性診断（2011/11/12）
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だ
。」
と
お
っ
し
ゃっ
て
い
る
意
味
が
、
こ

の
短
期
留
学
を
通
し
て
分
か
っ
た
気
が
し

ま
す
。
是
非
、
み
な
さ
ん
も
こ
の
充
実

し
た
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ま
た
、
僕
自
身
も
、
お
金

を
貯
め
て
再
び
海
外
に
行
き
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

研
究
紹
介

■　
防
災
関
連
の
研
究
紹
介

（
上
空
画
像
を
用
い
た
災
害
復
旧
支
援
）

情
報
科
学
科
教
授　
佐
治
斉

　

地
震
災
害
や
風
水
害
等
の
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
救
助
・
救
援
活
動
を
円

滑
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
被
災
地
状

況
の
み
な
ら
ず
、
消
防
・
救
急
車
両
の

通
行
路
や
被
災
者
の
避
難
経
路
を
含
め

被
災
地
周
辺
の
広
域
状
況
を
迅
速
に
把

握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、

被
災
直
後
の
周
辺
状
況
を
、
地
上
に
設

置
さ
れ
た
機
器
に
よ
る
限
ら
れ
た
観
測

だ
け
で
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

人
手
で
調
査
す
る
こ
と
は
時
間
が
か
か

り
危
険
も
伴
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

上
空
か
ら
撮
影
さ
れ
た
衛
星
画
像
や
航

空
画
像
群
、
お
よ
び
電
子
地
図
情
報
を

統
合
利
用
し
、
道
路
交
通
状
況
や
土
砂

崩
れ
状
況
を
は
じ
め
と
し
た
被
災
地
周

辺
の
広
域
情
報
を
、
画
像
情
報
処
理
技

術
を
用
い
自
動
的
に一
括
解
析
す
る
た
め

の
研
究
を
、
複
数
の
組
織
と
共
同
で
推

し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

添
付
し
た
画
像
は
、
新
潟
中
越
地
震

直
後
の
長
岡
市
山
古
志
地
区
の
被
災
地

の
航
空
画
像
（（
株
）パ
ス
コ
）
と
、
こ
の

画
像
に
画
像
処
理
手
法
を
適
用
し
、
道

路
上
の
瓦
礫
領
域
・
浸
水
領
域
を
自
動

抽
出
し
、
地
図
（（
財
）デ
ジ
タ
ル
道
路

地
図
協
会
）
と
重
ね
て
通
行
可
能
／
不

可
能
領
域
を
表
示
し
た
結
果
で
す
。
こ

の
よ
う
な
情
報
を
災
害
直
後
に
広
く
公

開
で
き
れ
ば
、
様
々
な
復
旧
支
援
活
動

に
役
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■　
産
学
連
携
に
よ
る
遠
鉄
百
貨

店
新
館
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用

し
た
口
コ
ミ
分
析

情
報
科
学
科
教
授　
　
石
川
博

　

情
報
科
学
科
石
川
研
究
室
で
は
、
遠

州
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
遠

鉄
百
貨
店
と
の
産
学
連
携
に
よ
り
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
利
用
し
た
口
コ
ミ
分
析
に
関
す

る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

石
川
研
究
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
投
稿
さ
れ
た
無
数
の
短
文
（
ツ

イ
ー
ト
）
を
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
技
術

を
用
い
て
分
析
す
る
『
ツ
イ
ッ
タ
ー
マ
イ

ニ
ン
グ
』
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
技
術
を
発
展
さ
せ
、
昨
年
11
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
遠
鉄
百
貨
店
新
館
に
関

す
る
ツ
イ
ー
ト
を
分
析
す
る
の
が
こ
の

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
眼
で
す
。

　

現
在
、
本
年
度
分
の
成
果
報
告
に
向

け
て
、
修
士
課
程
の
青
島
傳
隼
君
、
坂

本
翼
君
が
中
心
と
な
り
、
遠
州
鉄
道
の

担
当
者
と
複
数
回
に
及
ぶ
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
大
学
に
と
っ
て

は
地
域
と
の
連
携
を
図
る
重
要
な
機
会

と
な
り
ま
す
。
実
際
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
情
報
学
部
地
域
連
携
推
進
室
の
支

援
事
業
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
担
当
す
る
2
人
の
学
生
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
研
究
成
果
を
社
会
へ
と
還

元
す
る
良
い
経
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
静
岡
新

聞
（
11
月
6
日
朝
刊
）、
日
本
経
済
新
聞

（
11
月
22
日
朝
刊
）、
中
日
新
聞
（
11

月
23
日
朝
刊
）、
読
売
新
聞
（
12
月
3

日
朝
刊
）、朝
日
新
聞
（
12
月
14
日
朝
刊
）

各
紙
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

■　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
短
期
留
学

を
通
し
て
。

情
報
科
学
科
1
年　
柴
田 

高
司

　

今
回
シ
ド
ニ
ー
短
期
留
学
に
参
加
し
、

あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ

で
は
書
き
き
れ
な
い
程
中
身
の
非
常
に

濃
い
3
週
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
研
修
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
、
歴
史
、

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
べ
て
が
楽
し
く
毎
日
が
息
つ
く
間
の
な

い
く
ら
い
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
実
際
に
自
分
で
行
か
な
け
れ

ば
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、「
英
語
を
も
っ

と
勉
強
し
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
や
、

「
世
界
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
！
」

と
い
う
、
強
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
世
界
（
テ

リ
ト
リ
ー
）
が
広
が
り
、
自
分
は
な
ん

て
小
さ
な
存
在
で
あ
る
か
気
づ
か
さ
れ

る
と
と
も
に
、
世
界
が
こ
ん
な
に
近
く

に
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
方
が「
若

い
う
ち
に
海
外
へ
行
く
こ
と
は
い
い
こ
と

　

そ
の
他
に
、ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、

新
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
、
首
都
キ
ャ

ン
ベ
ラ
の
見
学
、
海
水
浴
な
ど
、
夏
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ら
し
い
レ
ジ
ャ
ー
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
参
加
学
生
た
ち
に
と
っ

て
、
毎
日
が
新
鮮
で
充
実
し
た
20
日
間

で
し
た
。

【
学
生
の
表
彰
】

【
学
長
表
彰
】

堀
由
希
恵

【
学
部
長
表
彰
】

田
中　

剛　

鳥
山
聡
志　

後
藤
康
路

【
学
位
記
受
領
代
表
】

（
正
）
後
藤
康
路
（
副
）
山
本
舞
美

【
浜
松
工
業
会
学
習
奨
励
賞
】

C
S
プ
ロ
グ
ラ
ム　

藤
橋
卓
也　

袴
田
大
貴

I
S
プ
ロ
グ
ラ
ム　

水
野
杏
里　

佐
藤　

良

I
D
プ
ロ
グ
ラ
ム　

山
本
舞
美　

島
﨑
浩
次

▲シドニーオペラハウスを望む（2011/12/20）▲オージー・ビーチでクリスマス（2011/12/25）

▲授業風景（2011/12/11）

▲プロジェクトに参加した青島
傳隼君と坂本翼君
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デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
へ
の
寄
与
等
の
観
点

か
ら
の
審
査
を
経
て
、
合
計
8
件
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
東
海
地

区
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
者
と
の
意
見
交
換

会
、
写
真
展
の
開
催
、
市
内
国
際
結
婚

カ
ッ
プ
ル
の
支
援
、
T
w
i
t
t
e
r

を
利
用
し
た
「
マ
チ
ナ
カ
」
評
判
分
析
、

小
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
用
い
た
施
設
園

芸
環
境
向
け
湿
度
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開

発
な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
で

あ
る
教
員
主
導
の
も
と
、
多
く
の
学
生

を
取
り
込
ん
だ
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
契
機
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
地
域
連
携
推

進
室
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

情
報
学
部
の
進
学
・
就
職

状
況
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
室

の
活
動
報
告

情
報
学
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
長　

中
谷
広
正

　

大
学
院
に
行
こ
う
！
大
学
院
情
報
学

研
究
科
の
入
学
定
員
を
今
年
か
ら
2
割

引
き
上
げ
50
名
か
ら
60
名
に
増
員
す
る

こ
と
が
文
部
科
学
省
に
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
定
員
増
に
よ
り
、
適
正
な
定
員
の

も
と
学
部
生
の
進
学
欲
求
と
社
会
か
ら

の
人
材
要
求
と
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

情
報
学
部
お
よ
び
大
学
院
情
報
学
研

究
科
は
、
教
育
研
究
の
質
の
維
持
・
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
情
報
学
部
で
の

4
年
と
大
学
院
情
報
学
研
究
科
修
士
課

程
で
の
2
年
間
と
を
合
わ
せ
6
年
間
の一

貫
し
た
教
育
計
画
の
も
と
質
の
高
い
人

材
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
大
学

院
生
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
も
情
報
学

部
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
が
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

大
学
院
に
進
学
す
る
皆
さ
ん
が
就
職

す
る
2
年
後
ま
で
に
は
経
済
状
況
・
就

職
市
場
が
好
転
す
る
の
を
願
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
就
職
で
好
成
績
を
収
め

て
き
ま
し
た
情
報
学
部
に
と
っ
て
も
、
こ

の
数
年
の
状
況
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

昨
年
は
、
震
災
・
原
発
事
故
で
大
手
企

業
の
選
考
が
数
ヶ
月
延
び
た
こ
と
も
あ

り
、
就
職
内
定
率
は
8
月
に
入
っ
て
も

65
％
と
低
迷
し
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
、

各
学
科
就
職
担
当
教
授
を
中
心
に
個
別

指
導
や
相
談
な
ど
手
厚
い
支
援
体
制
を

敷
き
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
の
内
定
率
は
学
部
と
大
学

院
と
を
合
計
し
て
88
％
で
す
。
詳
し
く

は
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
リ
ア
支
援

室
は
、
更
に一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
就

職
を
決
め
て
貰
お
う
と
支
援
を
続
け
て

い
ま
す
。
同
時
に
、
就
職
指
導
・
就
職

講
演
会
・
企
業
説
明
会
な
ど
、
来
年
の

卒
業
生
・
修
了
生
へ
の
支
援
に
も
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
保
護
者
の
皆

様
の
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

地
域
連
携
推
進
室
の

活
動
報
告

地
域
連
携
推
進
室
室
長　
淺
間
正
通

　

地
域
連
携
推
進
室
の
役
割
は
、
そ
の

時
代
的
な
要
請
に
伴
っ
て
、
年
を
追
う

ご
と
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
近
隣
の

小
中
学
校
へ
の
Ｉ
T
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

の
派
遣
、
浜
松
市
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催

の
Ｉ
T
講
習
会
の
講
師
補
佐
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
、
学
内
連
携
と
し
て
の
附
属

中
学
校
の
Ｈ
Ｐ
作
り
支
援
、
公
開
講
座

の
開
催
な
ど
2
0
1
1
年
度
後
学
期
も
、

地
域
連
携
推
進
室
を
中
心
に
学
部
学
生

お
よ
び
大
学
院
生
た
ち
が
積
極
的
に
地

域
貢
献
に
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
地
域
連
携
お

よ
び
地
域
貢
献
の
芽
生
え
を
期
待
し
、

2
0
1
1
年
11
月
に
は
、
本
推
進
室
初

の
試
み
と
な
る
学
部
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公

募
を
執
り
行
い
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
、

将
来
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
学
部
の
ア
イ

 ４ 月 ４ 日

   ５ 日
   ６ 日
   10 日
 ４ 月 21・22日
 ７ 月 28・29日
 7 月 30 日
 ８ 月 2 日
 ８ 月 7 日
 ８ 月 4 日
 9 月 16 日

入学式・保護者懇談会
（新入生の保護者対象）
ガイダンス（1・4年）
ガイダンス（2・3年）
前期授業開始
新歓合宿（休暇村伊良湖）
大学院入試
前期試験期間（～8月3日）
TOEIC IPテスト（1年生）
夏季オープンキャンパス
夏季休業（～9月15日）　
集中講義（～9月30日）

 10 月 1 日
 11 月 10・11日
 11 月 10日
 11 月 17・18日
 12 月 22 日
 12 月 26 日

 １ 月 7 日
 ２ 月 4 日
 ３ 月 21 日
 ３ 月 22 日
 ３ 月 25 日

後期授業開始
静大祭・テクノフェスタ（浜松）
保護者懇談会・個別面談
静大祭（静岡）
集中講義（～12月25日）
冬季休業（～1月5日）
シドニー大学短期集中コース

授業再開
後期試験期間（～2月8日）
学位授与式（静岡）
学位授与式・卒業祝賀会（浜松）
春季休業（～3月31日）

2012年

2013年

平成24（2012）年度　行事予定表平成24（2012）年度　行事予定表

お問い合わせ

TEL：053-478-1501  FAX：053-478-1513
E-mail : pr-gakumu@inf.shizuoka.ac.jp 
広報窓口：prcom@inf.shizuoka.ac.jp

〒432-8011 浜松市中区城北3-5-1
　　　　　　　　　　　静岡大学情報学部学務係

情報学部のウェブページをご覧ください。
情報学部では、保護者・受験生・社会人・一
般 ・企業の皆様向けに学部のウェブページを
公開しています。最新情報が掲載されていま
すので、どうぞご覧ください。

http://www.inf.shizuoka.ac.jp/

平成23年度主な就職先（代表10社以内。50音順）平成23年度進路状況（平成24年2月10日現在）

「その他」：留学、研究生、就職せずなど

進路状況
2012.02.10

情報学部 大学院情報学研究科 学部 +
大学院
258 名

情報科学科
85 名

情報社会学科
103 名 188 名

情報科学科
48 名

情報社会系
22 名 70 名

進学希望 42 8 50 1 1 2 52 

進学決定 42
100%

7 
88%

49 
98%

1
100%

1 
100%

2 
100%

51 
98%

就職希望 39 90 129 44 18 62 191

就職内定
34

87%
82 

91%
116 
90%

38
86%

14 
78%

52 
84%

168 
88%

その他 4 5 9 3 3 6 15 

情報学部 大学院情報学研究科
情報科学科 情報社会学科 情報科学系 情報社会系

NECアクセステクニカ㈱ 藤枝市役所 KDDI㈱ NECアクセステクニカ㈱
キヤノン㈱ 遠州鉄道㈱ 京セラ㈱ キャロットソフトウェア㈱
㈱静岡銀行 ㈱オービック セイコーエプソン㈱ ㈱システムリサーチ
スズキ㈱ ㈱ディー・エヌ・エー 日本電気㈱ 鈴与㈱
㈱デンソー 東海旅客鉄道㈱ 日本電信電話㈱ スズキ㈱
㈱TOKAIコミュニケーションズ 東京エレクトロン㈱ ㈱日立製作所 ㈱トヨタコミュニケーションシステムズ
㈱ニューメディア総研 ㈱日立システムズ 富士通㈱ ㈱トヨタデジタルクルーズ
日立アイ・エヌ・エス・ソフトウェア㈱ 浜松信用金庫 本田技研工業㈱ ㈱日立ソリューションズ
㈱富士通アドバンストエンジニアリング ㈱ミクシィ 三菱電機㈱ ㈱富士通ビー・エス・シー
㈱ユニバンス 郵便局㈱ ㈱リコー ヤマハモーターソリューションズ㈱

▲浜松市教育センター主催エクセル初等講座にて IT 講師補佐
　ボランティアとして従事する学生たち（2011/7/30）

▲合同企業説明会（2011/12/17）


